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平成 21 年 10 月 27 日 

 

各      位 

会 社 名  株式会社 中 電 工 

代表者名  代表取締役社長 細田 順弘 

（コード番号 1941 東証第 1 部） 

問合せ先  取締役兼執行役員 

経理部長    味村 節夫           

（TEL．082－291－7415） 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 21 年 7 月 31 日に公表しました業績予想を、下記のとおり修正

いたしましたのでお知らせします。 

 
記 

 
１．平成 22 年 3 月期第 2四半期累計期間業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1 日～平成 21 年 9 月 30 日） 
 
（１）連結業績 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 53,300 △ 600 600 300 5.10 

今回修正予想（Ｂ） 48,620 △2,050 △980 △1,780 △30.28 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4,680 △1,450 △1,580 △2,080 － 

増 減 率（％） △ 8.8 － － － － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 21年 3月期第 2四半期） 
52,700 △ 757 1,800 △ 3,770 △ 64.15 

 
 

（２）個別業績 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 49,000 △ 600 600 300 5.10 

今回修正予想（Ｂ） 44,790 △1,960 △880 △1,710 △29.09 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 4,210 △1,360 △1,480 △2,010 － 

増 減 率（％） △ 8.6 － － － － 

（ご参考）前期第 2四半期実績 

（平成 21年 3月期第 2四半期） 
48,137 △ 793 1,779 △ 3,770 △ 64.15 

 

報 道 資 料 
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２．平成 22 年 3 月期通期業績予想数値の修正（平成 21 年 4月 1日～平成 22 年 3 月 31 日） 

 
（１）連結業績 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 126,000 900 3,000 1,600 27.22 

今回修正予想（Ｂ） 122,000 200 2,200 100 1.70 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4,000 △700 △800 △1,500 － 

増 減 率（％） △ 3.2 △ 77.8 △26.7 △93.8 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期） 
125,748 1,864 5,103 △ 8,098 △ 137.77 

 
（２）個別業績 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 116,000 800 2,900 1,600 27.22 

今回修正予想（Ｂ） 112,000 200 2,200 100 1.70 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △4,000 △600 △700 △1,500 － 

増 減 率（％） △ 3.4 △ 75.0 △24.1 △93.8 － 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 3 月期） 
116,362 1,628 4,884 △ 8,195 △ 139.42 

 
 
３．修正の理由 

（１）第 2四半期累計期間の連結業績予想の修正理由 

売上高につきましては、受注高確保に向けた積極的な営業活動を展開しましたが、屋内電気

工事などの伸び悩みにより前回発表値を下回る見込みであります。 

営業利益、経常利益につきましては、売上高の伸び悩みの影響に加え、工事採算性が低下し

たことにより、それぞれ前回発表値を下回る見込みであります。 

また、四半期純利益につきましては、投資有価証券の評価損 1,119 百万円を特別損失に計上

したことにより、1,780 百万円の四半期純損失となる見込みであります。 

（２）第 2四半期累計期間の個別業績予想の修正理由 

第 2 四半期累計期間の連結業績予想の修正理由と同様の理由によるものです。 

（３）通期の連結業績予想の修正理由 

   通期の売上高、営業利益、経常利益につきましては、第 2四半期累計期間における業績が大きく影

響し、前回発表値を下回る見込みであります。 

   今後、リニューアル・リフォーム事業や太陽光発電設備などを対象としたエコ・キャンペーンを展

開するなど環境関連事業の営業活動強化などにより受注の確保・拡大を図る所存であります。 

また、当期純利益につきましては、第 2四半期累計期間において投資有価証券の評価損を特別損失

に計上したことが影響し、前回発表値を下回る見込みであります。 

（４）通期の個別業績予想の修正理由 

通期の連結業績予想の修正理由と同様の理由によるものです。 

以  上 

 
（業績予想に関する注意事項） 

上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

今後の様々な要因により、実際の業績は異なる結果となることがあります。 


